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研究成果の概要（和文）：本研究は，（１）楽器を探索する，（２）聴覚フィードバックを用いながら音色を作
り出すために自分の身体の使い方を思考する，という2つの視点を持った初等教育における器楽活動プログラム
の開発を試みたものである。実際の小学校音楽科の授業実践や実践者のインタビューから器楽活動の課題とし
て，楽器の音色（ねいろ）に着目した実践が難しいことが明らかとなり，それが器楽教育の意義を損なっている
可能性があると指摘することができた。また，幼児教育における子どもと楽器とのかかわりと小学校における器
楽指導とを比較・検討することで，幼児教育に根差した器楽活動の展開の重要性について明らすることができ
た。

研究成果の概要（英文）：The aim of the research was to develop a musical instrument activity program
 in elementary education which had the following two perspectives: (1) exploring the instruments and
 (2) thinking about how to use one's own body to create timbre using auditory feedback. From 
conducting elementary school music classes and interviewing class instructors, it became clear that,
 as one of the issues of musical instrument activities, it was difficult to conduct classes which 
focused on the timbre of instruments, thus it could be pointed out that this may be diminishing the 
significance of musical instrument education. Furthermore, by comparing and examining the 
relationship between children and musical instruments in early childhood education and music 
instrument instruction in elementary schools, we were able to clarify the importance of developing 
musical instrument activities that are rooted in early childhood education.
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究の目的は、初等教育課程における器楽活動の意義について探り、初等教育課程における器楽教育カリキュ
ラムを開発することであった。主な成果として（1）乳幼児期から児童期にかけて，実は楽器とのかかわりに大
きな差が無いことを示した，（２）小学校教育の段で，楽器を探索し，楽器で奏でられる音色を探索することの
重要性を示した，（３）学校教育における活動の根底に幼児教育の視点を持つことの重要性について明らかにし
た，という3点を挙げられる。これらの成果については，学会発表で公開している。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
我が国の音楽科教育において，戦後大きな変貌を遂げたのが器楽活動である。特に近年，創作

の活動や，我が国及び諸外国の様々な音楽を取り扱うことが学習指導要領に示されるようにな
り，身体楽器や電子楽器，和楽器や世界の諸民族の楽器の使用など，扱う教材，使用楽器の幅が
広げられた。「多様な音楽のよさや美しさを味わう」という目的に合致する指導として器楽活動
が果たす役割は大きい。しかし，「極限まで拡張した『広く浅い』器楽体験が，音楽や器楽との
『深いかかわり』を阻害する危険性を常に感じる必要がある（中地，2006）」という指摘がある
だけでなく，「純然とした器楽合奏や従来考えられてきた器楽の基礎基本とは異なる方向で」器
楽の教材選択が行われている現状も明らかにされており（有本・根本・小島，2010），器楽活動
そのものの意義を実感できるような活動の必要性も訴えられている。活動内容の精選を図らざ
るを得ない状況の中，学習指導要領に記されている内容は拡充が図られており，学校現場では器
楽活動そのものの意義が見失われつつあるといえるのではないだろうか。 
その一方で，器楽活動については学校教育において必要な活動であるという前提の元，指導内

容・指導方法に関する膨大な量の実践研究が蓄積されてきた。しかし，その前提となるはずの「器
楽活動そのものの意義」について理論的な根拠が示されてきたとは言い難い。楽器の演奏は，元
来，楽器から奏でられるいい音色を自らが判断し，いい音を作り出すために，自分自身が身体の
使い方を思考する行為である。身体の使い方の微妙な変化に直結して音色が変化するからこそ，
器楽活動では自分の感覚を研ぎ澄ます必要が生じる。近年，人工知能研究や発達心理研究では人
が身の回りのモノや環境との関わりを通して自己を発達させることを指摘してきた。これを，小
学校教育における器楽活動の意義の一つとして示すことができるのではないか。こうした課題
意識から，初等教育課程における器楽活動の意義を示しつつ，その意義が保証されるような実践
カリキュラムの構築を目指すべく，研究課題を設定した。 

 
２．研究の目的 
本研究は，初等教育課程における器楽活動の意義について発達心理学研究，人工知能研究，脳

科学等の関連領域の知見と小学校音楽科の授業観察から探り，初等教育課程における器楽教育
カリキュラムを開発することを目的とする。開発する教育カリキュラムは，従来，学校教育で行
われる器楽活動において，欠如していたと思われる以下の２点を特に重視したものとする。 
（１）楽器を探索し，音の美しさを追及する活動を通して自己感覚を磨くという視点を持つこと 
（２）楽器から奏でられる音そのものを判断し，いい音を作り出すために自分の身体の使い方を
思考する「資質・能力」が育つカリキュラムであること 

 
３．研究の方法 
（１）これまで行われてきた，関連領域（発達心理研究・人工知能研究・脳科学等）の知見を整
理し，器楽活動に関連する重要な理論を整理する。 

（２）研究協力者の実施する授業の観察を行い，小学校教育で行われている器楽指導の実態を把
握する。観察に際しては許可を得たうえでデジタルビデオカメラ及びフィールドメモによる
記録を行う。 

（３）（１）（２）の成果をもとに，初等教育における器楽教育カリキュラムの視点を整理し，実
践の理論的背景について明らかにする。 
 

４．研究成果 
（１）関連領域の知見の整理 
平成 25 年から 28 年度に科学研究費補助金を受け実施した「乳幼児期における器楽活動プロ

グラムの構築」の基礎研究を応用しつつ，より小学校教育に寄せて関連領域の知見を整理した。
本研究では特に下記の点に着目した。 
人工知能研究では，モノを使うという行為は，実世界に働きかけ，相互作用を通して感覚刺激

を作りだす行為であり，環境に影響を及ぼす行為であると指摘されてきた（Pfeifer & Bongaed 
2010）。この領域では身体を有するヒトであるがゆえに，①何らかの行為ができること，②行為
の結果生じた環境の変化を学習することができること，③こうした学習の結果発達が促される
こと，が示されている。また，脳科学の領域でも，体を動かしたときのダイナミックな感覚情報
について，外の環境に向かうだけでなく，身体の中へも向っていることが示されており，それが，
運動制御に必要なフィードバック情報だということが示されている（村田，2009）。これら 2つ
の理論を援用すれば，楽器を演奏するという行為は，楽器というモノを使い音を鳴らすことによ
って，感覚刺激を作り出す行為だといえる。ここでいう感覚刺激は聴覚刺激だけにとどまらない。
感覚間相互作用を通して「モノ」を認識し「音」を発見していく。刺激と自己の身体感覚の内省
を通して音を作り上げていく過程としてとらえることができる。 
 

（２）小学校教育における器楽活動 
（１）の内容を踏まえ，小学校教諭へのインタビュー，そして，２年間にわたる小学校の授業

観察を行った。インタビューでは，器楽活動の難しさについて，「器楽活動では正しい音を正し



いタイミングで出すことに時間が割かれ，表現の工夫に焦点化した実践でも強弱やアーティキ
ュレーション等の違いを感じ取りながら演奏する学習に終始しがちで，表現に見合った音を探
求したり，楽器そのものの良さを味わったりするのは難しい」という課題が明らかになった。 
また，観察した授業の中では，器楽活動において，既存の楽曲を演奏するために必要な技術・

知識の伝達が当然のことながら行われていた。しかし，子どもたちの姿を丁寧に見てみると，授
業中，時には休み時間などに多様な方法で楽器とかかわっている。自由に楽器に触れられる環境
にあれば，楽器の音からイメージを膨らませたり，楽器から跳ね返ってくる衝撃を実感したり，
楽器の構造を捉えたりということを自然と行っていたのである。これらは乳幼児期の子どもに
もよく見られる楽器とのかかわり，特に①楽器を探索し，②聴覚フィードバックを用いながら自
分の身体の使い方を思考する姿といえるだろう。このような表現をする子どもの姿と，いわゆる
音楽活動との橋渡しをどうするべきか考えていく必要があることも明らかになった。 
さらに授業観察の中では授業時間内に上記のような楽器とのかかわりを保証する時間が取ら

れており，これら子どもたちの経験をクラス全員で共有する時間も確保されていた。現場の教師
がプリミティブな子どもの表現と，いわゆる楽器の演奏を結びつけるような指導方略を持って
いるということでもある。この視点を定着させ，その基礎の上に実際の演奏活動につなげていく
ことこそが，小学校における器楽活動のカリキュラムに求められる視点といえる。 
 

（３） 初等教育における器楽教育カリキュラム 
幼児はある日突然児童となるが，思考までもが急に変化するわけではない。乳幼児期の楽器と

のかかわりの機微をそのまま児童期になっても持ち続けているのである。そう考えると，乳幼児
期の子どもたちが行っていたような，楽器を探索する，そして，聴覚フィードバックを用いなが
ら自分の身体の使い方を思考するという学びの方法を，小学校に入った途端別の学びに切り替
えるのではなく，その楽器とのかかわり方を保証しつつ新たな学習内容を獲得できるよう促す
必要があるといえよう。 
既存の楽曲の演奏を念頭に置いた場合にも，身体全体を使った「楽器とのかかわり」の充実を

図る必要があるのは当然のことである。しかし，一斉授業の場で，既存の楽曲を演奏するとなっ
た場合には必要な知識・技術が多くあるため，指導の視点がそちらにシフトしがちである。しか
し，「この楽器はこう演奏する」という概念で認識する前に，身体を通して（感覚を通しての／
実感を伴った）楽器を理解するような時間が保証されることで，楽器とのかかわりが深まる部分
も多い。さらに，他者の感じ方を共有することができればその学びの量は圧倒的に増えていく。
この時間が楽器の特性を、触覚・視覚・聴覚からとらえる経験となり，「自己の身体感覚を内省
する」ことにもつながる。この感覚こそが，音楽をつくる過程で最も重要になってくる。乳幼児
期の遊びの延長線上にある，音楽文化とのかかわりを念頭に置いた「楽器とのかかわり」こそが，
「楽器を弾く」ことと「自分の鳴らした音を捉えること」とを一体化させるのであり，学校教育
における器楽活動にも求められるのだといえよう。 
 
引用文献 
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有本真紀・根本愛子・小島千か（2010）「義務教育段階の器楽活動に関する調査」『音楽教育実践
ジャーナル』第７巻２号，pp.48-62 
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